
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

令和 年 月 日

殿

提出者

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

令和 年 月 日 から 令和 年 月 日 まで

　産業廃棄物発生　　→　　収集運搬　　→　　処理委託
（工事現場） （自社・委託） （全処理委託）

（日本産業規格　A列４番）

②事業の規模

③ 従 業 員 数

熊本県菊池市野間口1097

株式会社　緒方建設　代表取締役　緒方公一

総合工事業

前年度元請完成工事高　3,040,159千円

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

6 25

31計 画 期 間

0968-25-3089

廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 第 12 条 の ９ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 産 業 廃 棄 物 の 減 量 そ の 他
そ の 処 理 に 関 す る 計 画 を 作 成 し た の で 、 提 出 し ま す 。

株式会社　緒方建設

熊本県菊池市野間口1097

6 4 1 7 3

（第１面）

 当該事業場において現に行っている事業に関する事項

電話番号

氏名

住所

事 業 場 の 名 称

産業廃棄物処理計画書

事業場の所在地

熊 本 県 知 事

6

85人

①事業の種類



（管理体制図）

別紙のとおり

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

 産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

ｔｔ 8.00 ｔ

100.00

　
②
計
画

再生可能なものは、なおよく区分する。

がれき類

2,714.16 ｔ

ｔ

ｔ

 産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

 産業廃棄物の分別に関する事項

再生できるものを処理に出さないように、区分する。

　
①
現
状

紙くず

ｔ排 出 量 1.10 ｔ 15.00 ｔ 0.10 ｔ 0.01

石綿含有産
業廃棄物

繊維くず 廃石膏ボー
ド

260.00 ｔ 70.00 ｔ1.50

水銀使用製
品

ｔ

産業廃棄物の種類

排 出 量

汚泥

124.16

（第２面）

廃油 廃プラス
チック類

木くず ガラスくず
等

建設混合廃
棄物

【前年度 実績】5　
①
現
状

　
②
計
画

【目標】

ｔ

がれき類

ｔ2,600.00

産業廃棄物の種類
金属くず

産業廃棄物の種類
金属くず 石綿含有産

業廃棄物
繊維くず 廃石膏ボー

ド

ｔ 111.63 ｔｔ 296.46 ｔ 71.481.84 ｔｔ 1.54 ｔ 33.02

水銀使用製
品

ｔｔ 0.01 ｔ ｔｔ 0.10 ｔ 8.18排 出 量 1.15 ｔ 16.14

木くず ガラスくず
等

建設混合廃
棄物

排 出 量 120.00 ｔ 1.50 ｔ 32.00 ｔ

産業廃棄物の種類
汚泥 廃油 廃プラス

チック類
紙くず



（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

ｔｔ ｔｔ

建設混合廃
棄物

ｔ

ｔｔ

がれき類

ｔ ｔｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔｔ ｔ

廃石膏ボー
ド

ｔｔ ｔｔ ｔ

木くず ガラスくず
等

ｔ

ｔ

金属くず 石綿含有産
業廃棄物

繊維くず

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

汚泥 廃油 廃プラス
チック類

ｔ

ｔ

汚泥 廃油 廃プラス
チック類

木くず ガラスくず
等

建設混合廃
棄物

ｔ ｔ ｔ ｔｔ

ｔ

5

ｔｔ ｔ ｔｔ

廃石膏ボー
ド

ｔ

（第３面）

廃油 廃プラス
チック類

木くず ガラスくず
等

建設混合廃
棄物

ｔ

【前年度 実績】

ｔ ｔ

紙くず

ｔ ｔｔ

 自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

がれき類

自 ら 再 生 利 用 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
ｔ

　
①
現
状

　
②
計
画

【目標】

ｔ

がれき類

ｔ

産業廃棄物の種類
汚泥

金属くず 石綿含有産
業廃棄物

繊維くず

ｔｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

金属くず 石綿含有産
業廃棄物

繊維くず 廃石膏ボー
ド

産業廃棄物の種類

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

ｔ ｔｔ

廃石膏ボー
ド

ｔ ｔｔ

ｔ ｔ ｔ

実績】

ｔ

汚泥

ｔ

廃油 廃プラス
チック類

木くず

ｔ

 自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

ｔ

　
①
現
状

【前年度 5

　
②
計
画

【目標】

ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ

金属くず 石綿含有産
業廃棄物

繊維くず

ｔ ｔ ｔ

ｔ

紙くず

水銀使用製
品

ｔ ｔ

減量する産業廃棄物の量

がれき類

ｔ

水銀使用製
品

ｔ

ｔ ｔｔｔ

ｔ

ｔ

水銀使用製
品

紙くず

水銀使用製
品

ｔ

ｔ

ガラスくず
等

紙くず 建設混合廃
棄物

ｔ ｔ

自 ら 中 間 処 理 に よ り

自 ら 熱 回 収 を 行 っ た

産 業 廃 棄 物 の 量
自 ら 中 間 処 理 に よ り

減量した産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の種類

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら再生利用を行った

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら再生利用を行った

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

自 ら 中 間 処 理 に よ り

減量した産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う

産 業 廃 棄 物 の 量
自 ら 中 間 処 理 に よ り

減量する産業廃棄物の量

産業廃棄物の種類

自 ら 再 生 利 用 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類



（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の計画）

（ 年度 ）

（これまでに実施した取組）

ｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ

ｔ

への処理委託料
認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

への処理委託量

再 生 利 用 業 者

ｔ

ｔ

ｔ

全処理委託量 1.15 ｔ 16.14 ｔ ｔ 8.18 ｔ

産業廃棄物の種類
金属くず 石綿含有産

業廃棄物
繊維くず

ｔ

ｔ

がれき類

 自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

 産業廃棄物の処理の委託に関する事項

ｔ 296.46 ｔ

がれき類

　
①
現
状

【前年度 5

優良認定処理業者

への処理委託量

再 生 利 用 業 者

全処理委託量 124.16

資格のある業者に委託する。

ｔ2,714.16 ｔｔ 1.54 ｔ 33.02 1.84 ｔ 71.48 ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔｔ ｔｔｔ

水銀使用製
品

ｔｔ

産業廃棄物の種類
金属くず 石綿含有産

業廃棄物
繊維くず

ｔ ｔ ｔ

産業廃棄物の種類
汚泥 紙くず

（第４面）

廃油 廃プラス
チック類

木くず ガラスくず
等

建設混合廃
棄物

【前年度 実績】5　
①
現
状

　
②
計
画

【目標】

ｔ

がれき類

ｔ

廃石膏ボー
ド

石綿含有産
業廃棄物

ｔ

繊維くず 廃石膏ボー
ド

ｔ ｔｔ ｔ ｔｔ ｔ

水銀使用製
品

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔｔ

ガラスくず
等

建設混合廃
棄物

廃油 廃プラス
チック類

木くず

ｔｔ

紙くず

ｔ

111.63

ｔ

ｔｔ

ｔ ｔ ｔｔ

ｔ ｔ ｔｔ

建設混合廃
棄物産業廃棄物の種類

汚泥

ｔ

水銀使用製
品

実績】

廃油 廃プラス
チック類

木くず ガラスくず
等

紙くず

0.10 ｔ

ｔｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ

産業廃棄物の種類
金属くず

産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

0.01 ｔ

廃石膏ボー
ド

ｔ ｔ

ｔ

への処理委託量

認定熱回収業者

認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

優良認定処理業者

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は

産業廃棄物の種類

への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託料

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

海 洋 投 入 処 分 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海 洋 投 入 処 分 を 行 う

汚泥

ｔ



（今後実施する予定の取組）

ｔ ｔ

8.00 ｔ 0.01

ｔ

ｔ

ｔ

認定熱回収業者

への処理委託料
認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う

優良認定処理業者

への処理委託量

再 生 利 用 業 者

※事務処理欄

ごみ排出量の少ない施工法をより多く採用し、実施する。

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

建設混合廃
棄物

がれき類
産業廃棄物の種類

汚泥 廃油 廃プラス
チック類

（第５面）

　
①
計
画

【目標】

ｔ

0.10

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔ

全処理委託量 120.00 ｔ 1.50

木くず ガラスくず
等

紙くず

ｔ 70.00ｔ 100.00 ｔ2,600.00 ｔｔｔ 32.00 ｔ 260.00 1.50

ｔｔ ｔｔ ｔ

ｔ

ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

廃石膏ボー
ド

水銀使用製
品

ｔ

ｔｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

再 生 利 用 業 者

ｔｔ ｔｔ ｔｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ

ｔ

への処理委託量

への処理委託量

業者への処理委託量

ｔ

ｔ

産業廃棄物の種類
金属くず 石綿含有産

業廃棄物
繊維くず

全処理委託量 1.10 ｔ 15.00 ｔ

優良認定処理業者

への処理委託量

認 定 熱 回 収 業 者
以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

認定熱回収業者

への処理委託料



備考

(2)

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は 、以 下に 従っ て記 入す るこ と。

②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、 建設 業の 場合 にお ける 元請 完成

前年度の産業廃棄物の発生量 が 1,000トン 以上 の事 業場 ごと に１ 枚作 成す るこ と。

当該年度の６月30日までに提出すること。

①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

1

2

3

(1)

「 自 ら 行 う 産 業 廃 棄 物 の 中 間 処 理 に 関 す る 事 項 」 の 欄 に は 、 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ご と に 、 自 ら 中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行っ た産 業廃 棄物 の量 と、 自ら 中間

「 産 業 廃 棄 物 の 処 理 の 委 託 に 関 す る 事 項 」 の 欄 に は 、 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ご と に 、 全 処 理 委 託 量

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実 績、 目標 及び 取組 を記 入す るこ と。

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度 末時 点） 等の 業種 に応 じ事 業規

④ 欄 に は 、 当 該 事 業 場 に お い て 生 ず る 産 業 廃 棄 物 に つ い て の 発 生 か ら 最 終 処 分 が 終 了 す る ま で

模が分かるよ うな 前年 度の 実績 を記 入す るこ と。

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

へ の 焼 却 処 理 委 託 量 に つ い て 、 前 年 度 実 績 、 目 標 及 び 取 組 を 記 入 す る こ と 。

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の 処理 及び 清掃 に関 する 法律 施行

令第６条の 11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者へ の再 生利 用委 託量 、認 定熱 回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 15条の３の３ 第１ 項の 認定 を受 けた 者） であ

る 処 理 業 者 へ の 焼 却 処 理 委 託 量 及 び 認 定 熱 回 収 施 設 設 置 者 以 外 の 熱 回 収 を 行 っ て い る 処 理 業 者

（第６面）

(3)

4

5

6

7

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

※ 欄 は 記 入 し な い こ と 。

そ れ ぞ れ の 欄 に 記 入 す べ き 事 項 の 全 て を 記 入 す る こ と が で き な い と き は 、 当 該 欄 に 「 別 紙 の と

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付 する こと 。ま た、 産業 廃棄 物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のと おり 」と 記入 し、 当該 欄に 記入



提出者の名称

事業場の名称

内容年度 平成 6 年度

（単位：トン）

Ａ Ｂ C D E F G H I J

現状 124.16 0.00 0.00 0.00 0.00 124.16 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 120.00 0.00 0.00 0.00 0.00 120.00 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 1.54 0.00 0.00 0.00 0.00 1.54 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 1.50 0.00 0.00 0.00 0.00 1.50 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 33.02 0.00 0.00 0.00 0.00 33.02 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 32.00 0.00 0.00 0.00 0.00 32.00 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 296.46 0.00 0.00 0.00 0.00 296.46 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 260.00 0.00 0.00 0.00 0.00 260.00 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 1.84 0.00 0.00 0.00 0.00 1.84 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 1.50 0.00 0.00 0.00 0.00 1.50 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 71.48 0.00 0.00 0.00 0.00 71.48 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 70.00 0.00 0.00 0.00 0.00 70.00 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 2,714.16 0.00 0.00 0.00 0.00 2,714.16 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 2,600.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2,600.00 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 111.63 0.00 0.00 0.00 0.00 111.63 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 1.15 0.00 0.00 0.00 0.00 1.15 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 1.10 0.00 0.00 0.00 0.00 1.10 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 16.14 0.00 0.00 0.00 0.00 16.14 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 15.00 0.00 0.00 0.00 0.00 15.00 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 0.10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.10 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 0.10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.10 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 8.18 0.00 0.00 0.00 0.00 8.18 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 8.00 0.00 0.00 0.00 0.00 8.00 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 0.01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 0.01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
現状 3,379.87 0.00 0.00 0.00 0.00 3,379.87 0.00 0.00 0.00 0.00
計画 3,209.21 0.00 0.00 0.00 0.00 3,209.21 0.00 0.00 0.00 0.00

熊本県菊池市野間口1097

熊本県菊池市野間口1097

全処理
委託量

排出量 自己再生
利用量 うち熱

回収量

産業廃棄物処理計画書（集計用シート）

委託処理量のうち委託先毎の量

優良認定
処理業者
への処理
委託量

熱回収
認定業者
への処理
委託量

熱回収
認定業者
以外の熱
回収を行
う業者へ
の処理
委託量

自社内での処理状況

自己最終
処分量

委託先での処理状況

廃棄物の種類
現状
／
計画

再生利用
業者への
処理
委託量

自己中間
処理

減量化量

株式会社　緒方建設　代表取締役　緒方公一

株式会社　緒方建設

提出者の住所

事業場の所在地

合　計

汚泥

がれき類

建設混合廃棄物

廃油

廃プラスチック類

木くず

紙くず

ガラスくず等

金属くず

石綿含有産業廃棄物

繊維くず

廃石膏ボード

水銀使用製品



1．廃棄物処理対策

（１）産業廃棄物の年度別・種類別排出処理状況

コンクリートくず 固形状 2739.230 1544.530 2099.820
（中）破砕・分級・再生・選別●

（再）再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ・再生路盤材・再生砕石・再生建設資材●

（最）安定型埋立●

アスファルトくず 固形状 3395.110 887.210 226.090
（中）破砕・分級・再生●

（再）再生骨材・再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ・再生砕石・再生建設資材・再生

路盤材・再生アスコン●

がれき類 固形状 1616.740 4.120 388.248
（中）破砕・分級・選別●

（再）再生骨材・再生路盤材・再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ・再生路盤材●

（最）安定型埋立●

ガラス・陶磁器くず 固形状 87.560 39.420 71.480
（中）破砕・分級・選別●

（最）安定型埋立●

木くず 固形状 415.168 177.140 296.460
（中）破砕・分級・選別●

（再）燃料・木くず・堆肥材・発電材●

（最）管理型埋立●

廃プラスチック 固形状 36.548 21.830 33.020
（中）破砕・分級・選別・切断●

（再）ｾﾒﾝﾄ原料・燃料●

（最）管理型埋立・安定型埋立●

金属くず 固形状 1.346 0.000 1.150
（中）切断加工●

（再）製鋼原料●

紙くず 固形状 0.130 0.000 1.840
（中）破砕●

（再）堆肥材●

汚泥 泥　状 99.110 1680.761 124.161
（中）固化・造粒固化●

（再）固化土・改良土（造粒）●

建設混合（管理型含む） 固形状 130.785 62.536 95.480
（中）選別●

（再）ｾﾒﾝﾄ原料・金属くず・燃料●

（最）管理型埋立●

建設混合（安定型のみ） 固形状 0.000 10.090 16.150
（中）選別●

（再）ｾﾒﾝﾄ原料●

（最）安定型埋立●

繊維くず 固形状 1.540 0.160 0.100
（中）選別●

（再）ｾﾒﾝﾄ原料●

石膏ボード 固形状 1.650 4.730 8.180
（中）選別・分級・破砕●

（再）ｾﾒﾝﾄ原料・石膏粉●

（最）管理型埋立●

石綿含有（安定型） 固形状 0.000 0.000 16.140 （最）安定型埋立●

石綿含有（管理型） 固形状 0.000 0.000 0.000

水銀使用製品 固形状 0.000 0.000 0.012
（中）破砕●

（最）管理型埋立●

廃アルカリ 液状 0.000 0.000 0.000

廃油 缶 2.070 0.900 1.540
（中）油水分離・脱水●

（最）管理型埋立●

合　計 8526.987 4433.427 3379.871

廃棄物の品目 性状

排出量（t/年）年は4月～3月 処理方法

（再）再生利用 （中）中間処理

（最）最終処分

○自己処理　　●委託処理3年 4年 5年



（２） 　廃棄物処理の現状

　当社が管轄する作業所から排出される産業廃棄物排出量（基準量）は、3,380t／年となっており、

土木工事が全体排出量の96％建築工事が4％となっています。

産業廃棄物処理の内訳（令和5年度実績）

再生利用 2,841 95.2% 338 86.0% 1 33.2% 3,179 94.1%
最終処分 71 2.4% 33 8.5% 0 0.0% 104 3.1%

混合（再生+最終） 74 2.5% 22 5.5% 1 66.8% 97 2.9%
合　　　計 2,985 100% 393 100% 2 100% 3,380 100.0%

土木 再生 最終（埋立） 混合 合計
① 1.01 0.02 29.51 30.54
② 553.92 0 0 553.92
③ 123.328 0.21 0.91 124.448
④ 0 0 0.4 0.4
⑤ 9.5 0 1.34 10.84
⑥ 27.94 0 5.37 33.31
⑦ 274.78 0 1.98 276.76
⑧ 42.8 0 3.19 45.99
⑨ 0 0 3.88 3.88
⑩ 8.25 66.44 6.59 81.28 九州中央道　城ノ尾地区改良17期工事

⑪ 192.54 0 0 192.54 ㈱緒方生コン水処理施設工事

⑫ 151.671 0 2.99 154.661 第二原水工業団地企業誘致環境整備（下水）（推進その5）工事

⑬ 0.61 0 0 0.61 塩永排水樋管新築工事

⑭ 10.05 0.31 0 10.36 北原地区宅地造成工事

⑮ 249.303 3.61 6.5 259.413 （仮称）エーブル泗水物流センター造成工事

⑯ 44.99 0 1.72 46.71 古川兵戸井手地区農村地域防災減災事業（ため池）第7号工事

⑰ 311.480 0 0 311.48
⑱ 230.270 0 5.05 235.32
⑲ 22.957 0 0.85 23.807
⑳ 47.26 0 0 47.26
㉑ 70.93 0 1.37 72.3
㉒ 311.68 0 2.09 313.77
㉓ 82.45 0 0 82.45
㉔ 72.99 0 0 72.99
㉕ 0
㉖ 0
㉗ 0
㉘ 0
㉙ 0
㉚ 0
㉛ 0
㉜ 0
㉝ 0
㉞ 0
合計 2840.709 70.59 73.74 2985.039

建築 再生 最終（埋立） 混合 合計
① 14.53 12.81 2.64 29.98
② 4.12 3.32 18.86 26.3
③ 0.52 0.52 0 1.04
④ 0.79 0.16 0.24 1.19
⑤ 272.32 16.4 0.0115 288.7315
⑥ 45.54 0 0 45.54
⑦ 0
⑧ 0
⑨ 0
⑩ 0

合計 337.82 33.21 21.7515 392.7815

スタンド 再生 最終（埋立） 混合 合計
① 0.68 0 1.37 2.05

合計 0.68 0 1.37 2.05

総合計 3179.209 103.8 96.8615 3379.871

=　熊本県内工事等（熊本市内工事を除く）

排出工事・排出事業所

熊本57号　城塚地区改良17期工事

熊本菊鹿線防災安全交付金（交通安全）舗装工事

熊本57号　坂梨地区改良外（その4）工事

令和5年度菊池川上流地区維持管理工事

菊池平野地区水利施設等保全高度化事業（R4補正）第7号工事

熊本57号　大津熊本道路保全工事

国道325号防災・安全交付金（改築）橋梁下部工工事他合併

九州中央道　川原田地区舗装（2工区）工事

外牧川防災・安全交付金（火山砂防）管理用道路（法面）工事他合併

土木工事 建築工事 ガソリンスタンド 合　　計

R5年度倉庫

国道325号防災・安全交付金（改築）道路改良その2工事

外牧川防災・安全交付金（火山砂防）管理用道路（法面2）工事

西原村運動公園調整池整備工事

菊池平野地区水利施設等保全高度化事業（R3補正）第1号工事他合併

国道325号活力創出基盤交付金（改築）道路改良その1工事

熊本57号　網津地区改良2期工事

菊池管内治山事業（交付金）林地荒廃防止事業火山第7号工事

ハクゾウメディカル㈱熊本工場エレーゼ棟改修工事

農業大学校畜産講義棟等内外部改修工事

㈱カトウパーラー舎新築工事

緒方建設スタンド改修工事

緒方生コン工場修繕工事

緒方建設スタンド裏タンク他撤去工事

ガソリンスタンド



2.　管理体制（廃棄物処理に関する管理組織等）

R6

　所　 属：　㈱緒方建設 専務 緒方憲臣

　組織名：　工務部 組織人数：

本社環境管理 ○廃棄物処理に関する検討

委員会 廃棄物の排出抑制、再生利用、中間処理、適正処理の推進

計画的な廃棄物の管理運営を行う上で必要な事項を検討する。

・ 委員長 - 社　長

・ 委　 員 - 関連部署部課長、各作業所長

・ 事務局 - 事業管理部環境管理課

廃棄物処理 ○廃棄物処理方法の策定

統括責任者 ○本社の廃棄物管理規定の策定・改廃

○廃棄物処理に関する各種事項の決定、承認

廃棄物管理 ○廃棄物処理計画の作成

担当課長 ○廃棄物管理状況の把握と改善策の検討

○処理業者、再生利用業者の調査、選定及び管理

○委託契約の締結

○産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物管理票の交付・管理

○特別管理産業廃棄物管理責任者、技術管理者等の設置

○監督官庁への各種報告

○社員、関連会社に対する教育・啓発

○各作業所に対する情報提供、支援及び指導

○その他関係する事項

本社

作　業　所 ・作業所長　（産業廃棄物処理責任者）

・技術管理者

・特別管理産業廃棄物管理責任者

代表取締役（廃棄物担当役員）

統括責任者

廃棄物担当 85

役

　

　

　

　

　

　

　

割

廃棄物管理組織

廃棄物管理担当部長

作業所 作業所 作業所

本社環境管理委員会

事業管理部 建築 工務 総務 技術管理



3.　管理方針

（１） 廃棄物処理

ア 法令の遵守等

　産業廃棄物の適正処理を確保するため、関連する法令、その他の規則を遵守するとともに

行政の環境施策に協力する。

イ 排出事業者の処理責任

　排出した産業廃棄物を処理業者に委託する場合には、収集運搬から処分に至るまで確認し

的確に管理する。また、下請け等の関連会社における廃棄物の処理状況を確認するなど

元請け業者として責任を果たす。

ウ 目標の設定

　最終処分量の削減・再生利用の拡大等について、数値目標及びその達成時期を定め実施する。

また、これら処理に関する目標及び計画は、定期的に必要な見直しを行う。

エ 廃棄物処理の取り組み

　廃棄物の処理について次に掲げる事項を実施し、また、関連会社にも必要な指導を行う。

（ア） 排出抑制 ・ 設計及び施工計画段階において廃棄物の発生抑制を考慮した工法、

資材等を採用する。

（イ） 再生利用 ・ 作業所内で資材を繰り返し使用する。

・ 廃棄物を再生処理施設へ委託し、自らも再生資源を積極的に使用する。

・ 廃棄物の分別を徹底し再生利用を推進する。

（ウ） 中間処理 ・ 汚泥の脱水を行うなど中間処理を推進する。

（エ） その他 ・ 処理内容を確認し、処理業者と適正な委託契約を締結する。

・ 特別管理産業廃棄物の適正処理を確保する。

オ 教育・研修等

　排出する廃棄物の種類、排出状況、処理方法、処理に関する注意事項を整理し、従業員等に

定期的に教育・研修等を行う。

カ 情報公開

　廃棄物処理に関する信頼性を確保するため、廃棄物の排出や処理状況について情報の公開

に努める。

（２） 環境全般

「環境と調和」を経営の重要な課題の一つとしてとらえ、環境の継続的な改善を推進する。

ア 環境関連の法令及び会社が定める規定等を遵守し、環境の改善に努める。

イ 本社の環境に関連する対策として、次のことを推進する。

（ア）地球温暖化防止のための省エネルギー化を推進する。

（イ）環境汚染防止と資源の有効活用をめざし、産業廃棄物の削減と再生利用を推進する。

（ウ）建築にあたっては、主要資材や建築物が廃棄物になった場合の環境への影響に配慮する。

ウ 環境保全活動の推進、環境汚染の防止及びその他の環境負荷の低減に努める。


